
病気や障害の子どもたちと同じく、そのきょうだいも幼

い心に複雑な気持ちや課題を抱えていますが、まだあまり

理解されていません。

この研修ではきょうだい支援について体系的に学んでい

きます。きょうだいの気持ちを知り、私たちにできること

を一緒に考えてみませんか？
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アクセス

NPO法人しぶたねの紹介

めざすもの・・・
病気や障害を持つ子どもの「きょうだい」が抱える複雑な気持ちや
しんどさを、きょうだいや家族だけで抱えるのではなく、もっと社会
の多くの人で関わっていけることがあるのではと感じ、活動を広げる。

きょうだいたちが、子ども時代を「子ども」として大切に過ごせるように…
そして安心感の中で、たくさんの人に愛され、一緒に笑い合い、悲しんだり、支えられ、
支えになり…という経験を通して、自分を大切にできる大人になっていけるように、でき
ることを考え続けている。

活動内容・・・
①きょうだいを応援するために、病院内で待っているきょうだいと遊んだり、居場所づく
りをしたりする活動
②きょうだいの声を聴いたり研修会を通して、支援者を広めていくための活動
③きょうだいの生きづらさが社会課題として認識され、社会がきょうだいにとってあたた
かなものになることを目指し、4月10日の「きょうだいの日（シブリングデー）」にあ
わせて啓発活動

山ノ井

●清田 悠代さん ／ NPO法人しぶたね理事⾧
自身が中学生の時に弟が病気にかかり、入院する病院で、病棟に入れず⾧時間泣いて過
ごす小さなきょうだいを見てショックを受け、何かできることはないかと考えはじめた。
また、その後弟が亡くなり、悲しみ、生きる意味を見失った。そんな時にアメリカのきょ
うだい支援のことを知り、多くのきょうだいと出会って支えられた経験から、日本のきょ
うだいたちにも「ひとりじゃない」と伝え、思い切り楽しく過ごしてほしい、と活動を広
めている。

講師の紹介


